
幾何学的構造および空間パターンの統計モデル 73

a

C d

図3．

か．

 与えられた多角形パタン（図3a）があるとき辺長和を最小にするには，たんの条件もたけれ

ぼ，小さな多角形をつぶして一つの欠きた多角形をつくることである（b）．細胞数が不変の条

件があれば，細胞一つ一つに平均的面積を与えて正六角形にして配置すると辺長和最小のパタ

ンになる（c）．この時注意すべきは細胞の大きさが均一てたい（d）のようだバタンでも辺長和

は同じく最小である．したがって辺長和最小パタンは唯一ではない．細胞数ばかりでたく細胞

の大きさも不変の条件では，与えられた細胞の面積に等しい正六角形を細胞の数だけつくり平

面に敷き詰めれぼよいのだが，隙間たく敷き詰めることは一般には不可能である（f）．仕方なく

与えられたバタンから面積を変えずに頂点を一つ一つ動かす方法を使うことにたる．この辺長

和短縮の方法が，この条件下での真の辺長和最小のパタンをもたらすかどうか，得られたパタ

ンが唯一かどうかは明らかでたい．
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なわばりパターンの統計モデル

統計数理研究所長谷川政美

 なわぼりとは動物の個体が同種の他個体を排除して占有する空間である．なわばり性動物の

生息地は，互いに重ならないたくさんのなわばりに分割される．個体の密度が高く，なわばり

を持てたいあぶれ個体が生ずる程であるとする．各なわばりの所有者は，侵入者を追い払うが，
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図1．スギの樹冠を地上から垂直に撮影したもの9工．

図2．東京大学千葉演習林の77年生のスギ林における樹冠投影図と，樹冠の面積．重心（点）に関する

   Vor㎝oi多角形分割9〕．隣り合った樹冠が重なっている場合には，下層の樹冠は点線で示した．

彼の強さはなわぼりの中心から離れるにつれて単調に減少する．環境が均一であると共に，個

体問に差がないと仮定すると，2次元生息地の場合には，隣り合った2個体のなわばりの境界は

2つのたわばりの中心の間の垂直二等分線になると考えられる．多数の個体が有限の生息地に

入れられた場合，このような垂直二等分線によって仕切られる最小領域に多角形となる．この

多角形は他のどの中心からよりもそれ自身の中心に近い点の集合であり，VorOnOi多角形と呼

ばれるものである．このようなVOrOnoi多角形の概念は，いろいろな動物のなわばりによる空

間分割のバターンの解析に有効である．1－7〕

 Voronoi多角形は動物のなわぼりの問題以外にも，細胞性粘菌”c砂0∫Ce”mm挑。0肋mmが

集合状態に入る時にみられるパターン，組織中の細胞の形キクメイシなどある種のサンゴにみ

られる模様，雪渓でみられる融雪多角形などいろいろな現象の解析に有効である．8｝われわれ

は東京大学千葉演習林において77年生のスギ林の樹冠投影図を測定した．9〕図1は地上から
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垂直方向に撮影したスギの樹冠であり，図2はこうして得られた樹冠投影図をVoronoi多角形

と重ね合わせたものである．スギの樹冠も，動物のなわばり同様，近似的にVoronoi多角形と

みなすことができることがわかるであろう．
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神経軸索の空間パターンについて

川崎医科大学有 田 清三郎

1．はじめに
 我々はラットによる末梢神経の再生過程を研究する中で，神経切断縫合後の再生神経の横断

写真（約3000枚）をコマ落しの要領で観察していると，正常では規則型の空間配置を呈してい

る軸索が，再生の初期，中期，後期にかけて集塊型，ランダム型，規則型と，時間の経過とと

もに変化していることが推察された．

 我々はこの軸索の空間配置の変移が従来の数量的指標（再生神経の個数，径など）とは別の，

神経再生過程を特徴づける新しい指標とたりうるのではないかと考え，ラットの腓骨神経にお

ける再生軸索のパターン解析を行った．

 2．神経再生過程

 神経線維は切断などによる損傷およびその修復としての縫合によって，縫合部中枢側で多数

の無髄線維カミ出芽し，縫合部の中枢から末梢へ進み，時間経過とともに再生線維は増殖，分岐，

消滅，有髄化の過程をたどる．

 末梢神経の再生メカニズム解明のための形態学的た研究としてHo1mes and Young（1942

年），SandersandYoung（1946年），野村（1970年）等は家兎の脛骨神経による神経切断再縫

合，神経移植の実験を行い，再生軸索数，再生軸索径についての検討を行った．しかしなカミら，

神経の再生過程は障害の度合い，手術の良否，個体の再生能力等の諸因子が複雑に絡み合い，再

生メカニズムは未だ不明の点が多い．


